
　

安
政
5
年
︵
1
8
5
8
︶
19
歳

の
跡
見
花
蹊
は
大
阪
の
中
之
島
に
父

と
と
も
に
塾
を
開
き
、
こ
れ
よ
り
慶

応
元
年
︵
1
8
6
5
︶
ま
で
足
掛

け
8
年
間
こ
の
地
で
教
育
と
勉
学
に

い
そ
し
み
ま
し
た
。
こ
れ
が
、
跡
見

学
園
の
そ
も
そ
も
の
ル
ー
ツ
で
す
。

　

中
之
島
は
今
は
大
阪
市
の
中
央
官

庁
街
で
す
が
、
当
時
も
大
坂
三
郷
の

真
中
で
し
た
。
ま
ず
、
1
8
4
3

年
当
時
の
上か
み

中な
か

之の

島し
ま

町ち
ょ
う

周
辺
の
地
図

︻
図
1
︼
を
示
し
ま
す
。
土
佐
堀
川

と
堂
島
川
に
挟
ま
れ
た
中
洲
が
中
之

島
、
そ
の
東
端
を
上
中
之
島
町
と
い

い
ま
す
。
図
1
中
の　
　
　
　

 

は

全
国
の
各
藩
大
名
の
蔵
屋
敷
で
す
が
、

中
之
島
の 　
　

は
越
前
福
井
藩
︵
松

平
春
嶽
︶
蔵
屋
敷
、
堂
島
川
北
岸
の

　
　

は
肥
前
佐
賀
藩
︵
鍋
島
家
︶
蔵

屋
敷
、
そ
の
前
の
河
岸
は
鍋
島
浜
。

土
佐
堀
に
架
る
淀
屋
橋
か
ら
南
下
す

る
淀
屋
橋
筋
︻
図
2
︼
は
、
今
日
の

御み

堂ど
う

筋す
じ

。

　

花
蹊
の
塾
は
、
そ
の
こ
ろ
福
井
藩

蔵
屋
敷
に
接
し
て
堂
島
川
を
眼
下
に

収
め
る
位
置
、
今
日
の
大
阪
府
立
中

之
島
図
書
館
や
大
阪
市
中
央
公
会
堂

の
北
側
近
辺
︻
図
3
・
4
︼︵
北
区

中
之
島
1
丁
目
︶
に
あ
り
ま
し
た
。

花
蹊
は
、
こ
れ
よ
り
26
歳
ま
で
足
掛

け
8
年
間
を
こ
こ
に
過
ご
し
ま
す
。

花
蹊
の
家
か
ら
は
堂
島
川
を
行
く
天て
ん

満ま

の
船ふ
な

渡と

御ぎ
ょ

︻
図
5
︼
や
、
対
岸
の

鍋
島
浜
︻
図
6
︼
に
発
着
す
る
船
、

乗
降
す
る
客
、
左
手
に
架
か
る
大
江

橋
︻
図
7
︼
を
渡
る
人
の
姿
な
ど
が

よ
く
見
え
ま
し
た
。
こ
の
辺
り
は
明

花
蹊
の
ル
ー
ツ
を

め
ぐ
る
旅
へ
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図1．上中之島町近辺の地図
（1843年当時）。『大阪市史』附
図より。
図2．かつて淀屋橋の上から見
た淀屋橋筋。『ふるさとの想い
出写真集 大阪』より。
図3．跡見花蹊塾跡(附近)。
図4．堂島川北岸より中央公
会堂（向って左 ）・府立図書館

（右）を望む。
図5．かつて勢揃いした天満の
船渡御。『ふるさとの想い出写
真集 大阪』より。
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跡
見
花
蹊
の
青
春
を
た
ど
る

跡
見
花
蹊
ゆ
か
り
の
地
・
大
阪
を
訪
れ
た
折
々
の
写
真
か
ら
、

そ
の
中
之
島
塾
跡
の
今
日
の
姿
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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ん
で
時
計
修
理
屋
を
営
ん
で
お
り
、

茶
の
湯
の
宗
匠
木
津
宗そ
う

詮せ
ん

︵
二
代
︶

は
梶
木
町
に
道
場
を
構
え
て
い
ま
し

た
。
い
ず
れ
も
今
日
の
東
区
北
浜
3

～
4
丁
目
に
あ
た
り
、
中
之
島
の
花

蹊
塾
か
ら
徒
歩
数
分
の
距
離
に
位
置

し
て
い
ま
す
。

　

御
霊
筋
を
さ
ら
に
十
分
ほ
ど
南
に

下
る
と
、
御ご

霊り
ょ
う

神
社
︻
図
11
︼
が
あ

り
ま
す
。
当
時
こ
こ
に
は
人
形
浄
瑠

璃
の
小
屋
が
か
か
り
、
に
ぎ
わ
っ
て

い
ま
し
た
︻
図
12
︼。
花
蹊
は
し
ば

し
ば
息
抜
に
出
か
け
、
朝
か
ら
夕
方

ま
で
芝
居
見
物
に
興
じ
ま
し
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
中
之
島
か
ら
北

浜
は
花
蹊
先
生
の
青
春
の
地
で
す
。

大
阪
に
行
く
機
会
が
あ
っ
た
ら
、
散

歩
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

治
以
降
全
面
的
に
都
市
改
造
さ
れ
た

の
で
、
今
や
花
蹊
時
代
の
街
の
姿
を

し
の
ぶ
こ
と
は
で
き
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
船せ
ん

場ば

の

過か

書し
ょ

町ま
ち

に
残
る
適て
き

塾じ
ゅ
くの
跡
︻
図
8
︼

︵
東
区
北
浜
3
丁
目
︶
に
、
か
つ
て

の
大
阪
の
町
屋
の
姿
を
し
の
ん
で
お

き
ま
し
ょ
う
。

　

塾
で
生
徒
を
教
え
る
一
方
、
花
蹊

は
自
ら
も
な
お
勉
学
に
励
み
ま
し
た
。

も
っ
と
も
よ
く
通
っ
た
の
は
後
藤
松

陰
の
漢
学
塾﹁
広
業
館
﹂、梶か
じ

木き

町ま
ち︵
土

佐
堀
川
の
南
を
東
西
に
走
る
二
筋
目

の
道
で
、
心
斎
橋
筋
か
ら
西
横
堀
ま

で
︶
と
御ご

霊
り
ょ
う

筋す
じ

︵
淀
屋
橋
筋
の
一

本
西
を
南
北
に
走
る
道
︶
の
角
︻
図

9
︼
に
あ
り
ま
し
た
。
和
歌
の
師
高

橋
正
純
は
淀
屋
小
路
︻
図
10
︼
に
住
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図12．御霊筋。御霊神社より北を見る。

図11．御霊神社。

図7．大江橋。 図6．鍋島浜。

図10．淀屋小路。高橋正純はこの一角で時計修理屋
を営んでいました。

図9．後藤松陰の広業館塾跡。 図8．緒方洪庵が営んだ適塾跡。


